
2015年（平成27年）６月号 4特集かごしま市民のひろば

防犯と事故防止 　本市ではセーフコミュニティの認証取得や暴力団排除条例の施行など、
防犯や事故防止に向けたさまざま取り組みを行っています。

交通安全教室特設防犯灯
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みんなでつくるセーフコミュニティ

高齢者の交通事故防止 安心安全協力事業所

みんなの街から暴力団を排除！

ご存じですか？特設防犯灯 防犯教室や交通安全教室の開催
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•セーフコミュニティとはデータなどの根拠に基づき、事故やけがを予防する取り組みのことです
•本市ではＷＨＯ（世界保健機関）が推進するセーフコミュニティの認証取得を目指し、７つの分野で取り組みを進めています

　平成26年は夜間に高齢者が道路横断中に車にはねられる死亡事故
が６件ありました。交通事故防止のため、以下に気を付けましょう。
• 夜間、外出するときは夜光反射材を着用し、明るい服装を心掛け
ましょう

• 道路を横断するときは、中央線付近でもう一度、左を確認しましょう

【安心安全課 216-1209】

【安心安全課 216-1209】

　犯罪・事故・自然災害の未然防止、災害などの発生時に可能な範囲
で協力していただける事業所を「鹿児島市安心安全協力事業所」とし
て募集し、登録しています。
　市民の皆さんが、直接登録事業所に連絡し、協力を依頼することも
できます。
＜協力事例＞
災害： 土砂除去のための重機、オペレーターの派遣、避難所としての

自社の開放、トイレの提供など
防犯・事故防止： 道路の陥没など異常事態を発見したときの市などへ

の連絡、職場周辺のパトロールなど
◇ 事業所の登録方法や登録事業所の一覧は市
ホームページか安心安全課216-1209で確認で
きます

暴力団三ない運動＋１　「恐れない」「利用しない」「金を出さない」「交際しない」

• 暴力団排除の取り組みを進める
市民・事業所への情報の提供

• 安全確保のための警察への保護
要請など

•市が行う取り組みへの協力
•市や警察への情報提供
• 少年を暴力団から守るための指導
通報など

◇ 条例の特色など詳しくは市ホームページか安心安全課
216-1209へ

◇ 市の契約では「鹿児島市が行う契約からの暴力団排除対
策要綱」が適用されます。詳しくは契約課216-1162へ

• 住居がないなど、いずれの町内
会にも属さない道路に市が特設
防犯灯を設置しています

• 夜道が暗いなどお気づきの箇所
がありましたら、各町内会か安
心安全課216-1209にご連絡くだ
さい

　防犯と交通安全の知識、技能の普及、意識の高
揚を図るため、安心安全教育指導員による防犯教
室や交通安全教室を行っています。
＜対象＞
　幼稚園、保育園、小学校、老人クラブなど
◇ 申し込みなど詳しくは安心安全課216-1209へ

基本理念

市の役割 市民・事業所などの役割

■鹿児島市が取り組む７つの分野 セーフコミュニティの取り組み
取組分野 具体的な目標とモデル地区

交通安全 目標 高齢者、子ども（中学生以下）、自動車による交通事故の減少
地区 吉野小校区

学校の安全 目標 市立小中学校の校内などでのけがの減少
地区 市立の全小中学校

子どもの安全 目標 家庭内などでの事故・けがの減少子育て中の親への支援
地区 吉田南幼稚園、興国保育園　ほか

高齢者の安全 目標 高齢者の転倒による外傷の減少虐待や認知症への啓発・理解の促進
地区 皇徳寺台東町内会

自殺予防 目標 中高年（50 ～69歳）の自殺者数の減少

防災・災害対策 目標 桜島地区における避難体制の再構築地区 高免町町内会

ＤＶ防止 目標 若年者に対する予防啓発の充実ＤＶの正しい理解と気付きの促進

ところで…

～鹿児島市暴力団排除条例～

Ｑ．セーフコミュニティの認証が取得されたらどうなるの??

Ａ．  住民主体の事故やけがの予防活動が広がり、地域の安全性の向
上や、住民と行政、関係機関の連携強化、コミュニティの活性化
が期待されます。また、国内外に本市が世界基準の安心安全な
仕組みを備えた都市として広くＰＲでき、市民の皆さんや本市
を訪れる多くの人々がより安心、安全に過ごすことができます。

夜間歩行者の見える距離（上向きライト時）

約50m
白っぽい服装

約120m
反射材着用

約30m
黒っぽい服装

平成27年度中の
認証取得を目指

します!!


